
　

経
団
連
で
は
、
会
員
企
業
・
団
体
に
遵
守
を
求
め

て
い
る
行
動
原
則
「
企
業
行
動
憲
章
」
を
２
０
１
７

年
に
改
定
し
、
第
４
条
「
す
べ
て
の
人
々
の
人
権
を

尊
重
す
る
経
営
を
行
う
」
を
新
設
し
た
。

　

一
方
、
２
０
２
０
年
夏
に
実
施
し
た
「
企
業
行
動

憲
章
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
」
で
、
ビ
ジ

ネ
ス
と
人
権
に
関
す
る
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
実

態
把
握
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
指
導
原
則
に
基
づ
い
て

人
権
に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業
は
36
％
に
留
ま
り
、

「
指
導
原
則
」
を
理
解
し
て
い
る
が
活
動
に
落
と
し

込
め
て
い
な
い
企
業
も
含
め
、
取
り
組
ん
で
い
な
い

企
業
が
64
％
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
２
０
２
１
年
秋

に
経
済
産
業
省
と
外
務
省
が
実
施
し
た
「
日
本
企
業

の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
人
権
に
関
す
る
取

組
状
況
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
」
で
は
、
人
権
デ

ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
に
取
り
組
む
企
業
は
52
％

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
定
の
進
展
が
み
ら
れ

る
も
の
の
、
指
導
原
則
の
周
知
・
実
践
と
も
に
課
題

が
残
る
状
況
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
指
導
原
則
の
周
知
を
図
り
、
ビ
ジ
ネ
ス

と
人
権
に
関
す
る
企
業
の
自
主
的
な
取
り
組
み
を
推

進
す
る
た
め
、
企
業
行
動
憲
章 

実
行
の
手
引
き
「
第

４
章 

人
権
の
尊
重
」を
改
訂
す
る
と
と
も
に「
人
権
を

尊
重
す
る
経
営
の
た
め
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」を
策
定
し

た
。
実
行
の
手
引
き
は
、
主
に
経
営
ト
ッ
プ
に
向
け
て
、

人
権
へ
の
取
り
組
み
の
重
要
性
を
理
解
し
、
実
践
す

る
う
え
で
必
要
な
事
項
を
記
載
し
て
い
る
。
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
は
、担
当
役
員
や
実
務
担
当
者
向
け
に
、実
践

に
役
立
つ
、
よ
り
具
体
的
な
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
内
容
か
ら
、
指
導

原
則
が
求
め
る
人
権
尊
重
の
取
り
組
み
の
一
部
を
ご

紹
介
す
る
。

指
導
原
則
が
求
め
る 

人
権
尊
重
の
取
り
組
み

　

企
業
は
、
指
導
原
則
が
求
め
る
「
人
権
尊
重
の
責

任
」
を
果
た
す
た
め
、
概
し
て
、
以
下
の
３
つ
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
る（
図
表
１
）。

⑴�

人
権
尊
重
責
任
の
方
針
を
策
定
し
、
コ
ミ
ッ
ト
メ

ン
ト
を
表
明
す
る（
指
導
原
則
16
）。

⑵�

人
権
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
を
実
施
す
る

（
指
導
原
則
17
〜
21
）。

企
業
行
動
・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
委
員
会
企
画
部
会
長

積
水
化
学
工
業
取
締
役
専
務
執
行
役
員

上かみわ
き脇 

太ふとし

企
業
行
動
憲
章 

実
行
の
手
引
き

「
第
４
章 

人
権
の
尊
重
」
─�

改
訂
の
視
点

222022・5

p22-25_月刊経団連5月号_特集_企業行動憲章 会長 上脇太様.indd   22 2022/04/18   10:54



特集 人権を尊重する経営の促進

⑶�

自
社
が
人
権
に
関
す
る
負
の
影
響
の
原
因
と
な
っ

た
、
或
い
は
助
長
し
た
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
に
、

是
正
を
可
能
と
す
る
苦
情
処
理
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
整

備
す
る（
指
導
原
則
22
）。

　

企
業
は
、
自
ら
の
事
業
活
動
に
関
連
し
て
人
権
を

侵
害
し
な
い（
負
の
影
響
を
与
え
な
い
）こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
人
権
に
負
の
影
響
を
与
え

る
可
能
性（
人
権
リ
ス
ク
）を
特
定
、
防
止
、
軽
減
、

対
処
し
、
説
明
す
る
た
め
に
、
人
権
デ
ュ
ー
・
デ
ィ

リ
ジ
ェ
ン
ス
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。

「
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
」
と
は
、
不
動
産
投

資
や
企
業
買
収
に
際
し
て
「
相
手
企
業
の
価
値
や
潜

在
的
な
リ
ス
ク
を
調
査
・
評
価
す
る
こ
と
」
の
意
味

で
も
使
わ
れ
て
い
る
が
、
本
来
は
、「
負
の
影
響
を

回
避
・
軽
減
す
る
た
め
に
相
当
な
注
意
を
払
う
行
為

ま
た
は
努
力
」
と
い
う
意
味
を
持
つ
。

「
人
権
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
」
の
プ
ロ
セ
ス

と
し
て
、
①
人
権
リ
ス
ク
の
評
価（
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）、

②
社
内
部
門
・
手
続
き
へ
の
統
合
と
適
切
な
措
置
の

実
施
、
③
追
跡
調
査
、
④
情
報
開
示
が
求
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
人
権
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
プ
ロ
セ

ス
を
通
じ
て
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
エ
ン
ゲ
ー

ジ
メ
ン
ト
を
行
い
、
実
効
性
を
高
め
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

　

以
下
、
各
ス
テ
ッ
プ
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

①
人
権
リ
ス
ク
の
評
価（
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）

　

第
１
の
ス
テ
ッ
プ
で
は
、
企
業
活
動
を
通
じ
て
、

関
与
す
る
可
能
性
の
あ
る
顕
在
的
ま
た
は
潜
在
的
な

人
権
へ
の
負
の
影
響（
人
権
リ
ス
ク
）を
特
定
し
、
評

価
す
る
。

　

ま
ず
、
事
業
領
域
や
取
引
先
に
対
し
て
、
大
枠
の

見
取
り
図
を
描
き
、
そ
の
う
え
で
リ
ス
ク
を
特
定
す

る
。
そ
の
際
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
広
範
に
わ
た

る
場
合
な
ど
、
全
体
に
対
し
て
一
斉
に
デ
ュ
ー
・
デ

ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
を
行
う
こ
と
は
現
実
的
に
難
し
い
た

め
、
自
社
に
と
っ
て
の
重
要
性
と
人
権
へ
の
負
の
影

響
の
深
刻
さ
と
い
う
観
点
か
ら
、
人
権
リ
ス
ク
を
優

先
付
け
す
る
こ
と
を
推
奨
し
て
い
る
。

　
ま
た
、人
権
を
巡
る
環
境
は
常
に
変
化
し
て
い
る
た
め
、

継
続
的
か
つ
定
期
的
に
評
価
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

②�

社
内
部
門
・
手
続
き
へ
の
統
合
と
適
切
な
措
置

の
実
施

　

第
２
の
ス
テ
ッ
プ
で
は
、
人
権
へ
の
負
の
影
響
を

防
止
、
軽
減
す
る
た
め
に
、
人
権
リ
ス
ク
の
評
価
か

ら
得
ら
れ
た
結
果
を
、
関
連
す
る
内
部
機
能
や
プ
ロ

セ
ス
に
反
映
し
、
適
切
に
措
置
す
る
。
そ
の
う
え
で
、

負
の
影
響
の
原
因
と
な
っ
た
り
、
助
長
す
る
活
動
に

つ
い
て
は
、
活
動
の
停
止
・
軽
減
に
努
め
、
必
要
に

応
じ
て
是
正
措
置
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
将
来
的
・

潜
在
的
な
負
の
影
響
を
防
止
・
軽
減
す
る
た
め
の
計

画
を
策
定
し
、
実
施
す
る
。

　

こ
の
ス
テ
ッ
プ
で
は
、
社
内
だ
け
で
な
く
、
調
達

プ
ロ
セ
ス
で
関
係
す
る
取
引
先
に
対
し
て
も
、
人
権

の
尊
重
の
姿
勢
を
求
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
取
引

先
が
負
の
影
響
ま
た
は
リ
ス
ク
の
原
因
と
な
っ
た
り
、

助
長
し
て
い
る
場
合
は
、
人
権
へ
の
影
響
の
深
刻
さ
、

①人権リスクの評価
　（アセスメント）
　　　　　（指導原則18）

②社内部門・手続きへ　
　の統合と適切な措置
　の実施 （指導原則19）

④情報開示
　　　　　（指導原則21）

③追跡調査
　　　　　（指導原則20）

（２）人権デュー・ディリジェンス（指導原則17）

ステークホルダーエンゲージメント

（１）
人
権
方
針
の
策
定
（
指
導
原
則
16
）

（３）
是
正
・
苦
情
処
理

メ
カ
ニ
ズ
ム
の
構
築
（
指
導
原
則
22
）

PDCAを回して
継続的に改善

図表１　企業の人権尊重の取り組みの全体像
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取
引
関
係
の
性
質
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
、
適
切
な

影
響
力
の
行
使
に
努
め
、
停
止
・
軽
減
、
是
正
を
求

め
て
い
く
。

③
追
跡
調
査

　

第
３
の
ス
テ
ッ
プ
で
は
、
人
権
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ

ジ
ェ
ン
ス
に
関
す
る
活
動
の
計
画
や
実
施
状
況
、
措

置
の
有
効
性
を
適
切
な
質
的
・
量
的
指
標
に
基
づ
い

て
、
継
続
的
に
追
跡
調
査（
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
）し
、
人

権
方
針
が
事
業
活
動
に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
、
人
権

へ
の
影
響
に
効
果
的
な
対
応
が
で
き
て
い
る
か
を
判

断
し
、
事
業
活
動
の
修
正
や
変
更
を
行
う
。
そ
の
際
、

ビ
ジ
ネ
ス
上
の
取
引
先
な
ど
に
つ
い
て
も
定
期
的
に

追
跡
調
査
を
行
い
、
負
の
影
響
が
防
止
・
軽
減
さ
れ

て
い
る
か
を
確
認
す
る
。

④
情
報
開
示

　

第
４
の
ス
テ
ッ
プ
で
は
、
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ

ン
ス
の
方
針
や
プ
ロ
セ
ス
、
顕
在
的
ま
た
は
潜
在
的

な
負
の
影
響
を
特
定
し
対
処
す
る
た
め
に
行
っ
た
活

動
な
ど
に
関
し
て
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
報
告
書
や

統
合
報
告
書
、
自
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
活
用

し
て
、
適
切
な
情
報
を
開
示
す
る
。
そ
の
際
、
自
社

が
原
因
と
な
っ
た
り
、
助
長
し
て
い
る
人
権
へ
の
負

の
影
響
に
関
し
て
は
、
影
響
を
受
け
た
人
々
が
ア
ク

セ
ス
し
や
す
い
方
法
と
頻
度
で
情
報
提
供
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。

積
水
化
学
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る 

人
権
の
取
り
組
み

─
人
権
方
針
の
制
定

　

こ
こ
で
、
積
水
化
学
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
取
り
組

み
を
ご
紹
介
し
た
い（
図
表
２
）。
当
社
グ
ル
ー
プ
は

20
の
国
と
地
域
で「
高
機
能
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ス
」「
環

境
・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
」「
住
宅
」
の
３
つ
の
カ
ン
パ

ニ
ー
と
メ
デ
ィ
カ
ル
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト（
新
規
事
業

創
出
）に
よ
る
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
人
権
の
取

り
組
み
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
中
期
計
画（
２
０
１
７
～
２
０

１
９
年
）に
お
い
て
Ｃ
Ｓ
Ｒ
課
題
を
洗
い
出
し
、「
ビ

ジ
ネ
ス
と
人
権
」
を
課
題
と
し
て
抽
出
し
た
こ
と
を

契
機
に
本
格
的
に
開
始
し
た
。

　

当
時
も
当
社
グ
ル
ー
プ
に
は
人
権
方
針
は
あ
っ
た

が
、
従
業
員
を
対
象
と
し
た
内
容
に
留
ま
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
自
ら
の
事
業
に
よ
り
影
響
を
受
け
る
全
て

の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
人
権
を
尊
重
し
た
企
業
活

動
を
行
う
こ
と
を
改
め
て
表
明
す
べ
く
、
バ
リ
ュ
ー

チ
ェ
ー
ン
を
含
む
幅
広
い
領
域
で
の
人
権
尊
重
を
謳

っ
た
人
権
方
針
を
２
０
１
９
年
に
制
定
し
た
。
同
方

針
で
は
、
当
社
グ
ル
ー
プ
が
与
え
る
人
権
上
の
負
の

影
響
を
特
定
し
未
然
防
止
お
よ
び
軽
減
を
図
る
こ
と
、

そ
し
て
負
の
影
響
を
引
き
起
こ
し
た
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
場
合
は
そ
の
救
済
に
取
り
組
む
こ
と
、
い

わ
ゆ
る
人
権
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
を
実
施
す

る
こ
と
を
宣
言
し
て
い
る
。

　

な
お
、
苦
情
処
理
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
、
法

務
部
門
が
所
管
す
る
グ
ル
ー
プ
会
社
の
従
業
員
を
対

象
と
し
た
通
報
制
度
を
グ
ロ
ー
バ
ル
で
導
入
し
て
い

る
が
、
今
後
は
、
よ
り
幅
広
い
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

が
ア
ク
セ
ス
可
能
な
仕
組
み
の
構
築
を
検
討
し
て
い

く
。─�

人
権
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
に
関
す
る�

具
体
的
な
プ
ロ
セ
ス

　

こ
こ
か
ら
は
、
人
権
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス

の
取
り
組
み
の
一
部
を
ご
紹
介
し
た
い
。

　

ま
ず
、
社
外
の
人
権
専
門
家
の
ナ
ビ
ゲ
ー
ト
を
受

け
、
２
０
１
８
年
に
世
界
的
な
リ
ス
ク
分
析
・
リ
サ

ー
チ
企
業
で
あ
るV

erisk M
aplecroft

社
の
デ
ー

タ
を
活
用
し
、
当
社
グ
ル
ー
プ
の
操
業
エ
リ
ア
と
産

業
の
観
点
か
ら
人
権
リ
ス
ク
ス
コ
ア
を
算
出
し
、
分

析
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
操
業
国
の
中
で
も
、
特

に
タ
イ
・
イ
ン
ド
・
中
国
に
お
い
て
潜
在
的
な
人
権

リ
ス
ク
が
高
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
２
０
１

９
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
人
権
に
関
す
る
海
外
有
識

者（
デ
ン
マ
ー
ク
人
権
研
究
所
、
国
連
開
発
計
画 

〈
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
〉等
）と
の
ダ
イ
ア
ロ
グ
の
際
に
、
事
業

特
性
上
、
国
内
に
お
い
て
は
移
住
労
働
者
に
関
す
る
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特集 人権を尊重する経営の促進

人
権
リ
ス
ク
が
高
い
と
の
指
摘
を
受
け
た
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
と
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
踏
ま

え
、
２
０
１
９
年
に
は
対
象
エ
リ
ア
の
駐
在
員
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
２
０
２
０
年
に
は
現
場
の
声
を
聞

く
人
権
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
。
国
内
生
産
事
業
所

の
う
ち
、
特
に
移
住
労
働
者
が
多
い
事
業
所
に
勤
務

す
る
外
国
籍
労
働
者
10
人
と
人
事
労
務
担
当
者
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
、
労
働
環
境
を
確
認
し
た
。
結
果
、

大
き
な
人
権
リ
ス
ク
は
見
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
が
、

工
場
内
の
案
内
文
の
多
言
語
化
の
必
要
性
な
ど
の
改

善
す
べ
き
課
題
を
特
定
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
２
０
２
１
年
に
は
調
査
範
囲
を
広
げ
、

グ
ル
ー
プ
会
社
所
在
の
全
エ
リ
ア（
北
中
米
、
欧
州
、

ア
ジ
ア
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
層

と
、
上
述
の
リ
ス
ク
分
析
の
結
果
リ
ス
ク
が
高
い
と

さ
れ
た
タ
イ
、
中
国
、
イ
ン
ド
に
あ
る
生
産
拠
点
の

従
業
員（
直
接
雇
用
者
１
６
１
人
、
間
接
雇
用
者
31

人
）お
よ
び
日
本
の
移
住
労
働
者（
49
人
）に
対
し
て

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
結
果
評
価
の
際
に
は
、

人
権
に
対
す
る
深
刻
度
が
高
い
リ
ス
ク
、
管
理
者
と

従
業
員
の
認
識
ギ
ャ
ッ
プ
が
大
き
い
リ
ス
ク
を
対
応

優
先
度
が
高
い
人
権
課
題
と
捉
え
て
、
国
内
の
移
住

労
働
者
の
就
労
環
境
や
宗
教
的
な
慣
習
の
尊
重
、
採

用
・
昇
進
時
の
差
別
等
を
抽
出
。
そ
れ
ら
が
散
見
さ

れ
る
エ
リ
ア
や
拠
点
の
実
態
調
査
と
是
正
対
応
を
、

拠
点
と
、
本
社
或
い
は
エ
リ
ア
統
括
会
社
連
携
で
実

施
し
て
い
る
。

　

な
お
、
取
引
先
に
対
し
て
は
２
０
０
７
年
か
ら
調

達
方
針
に
基
づ
き
、
人
権
配
慮
、
環
境
保
全
等
に
関

す
る
取
り
組
み
状
況
を
Ｃ
Ｓ
Ｒ
調
達
ア
ン
ケ
ー
ト
で

確
認
し
て
い
る
が
、
２
０
２
１
年
に
は
「
持
続
可
能

な
調
達
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
、
一
次
サ
プ
ラ

イ
ヤ
ー
５
０
０
社
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
遵
守
お
よ
び

署
名
を
依
頼
す
る
と
と
も
に
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
調
達
ア
ン
ケ

ー
ト
も
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容
に
合
わ
せ
て
改
定
し

た
。
今
後
は
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も
と
に
、
調
達
基

準
に
満
た
な
い
取
引
先
に
対
し
て
は
改
善
の
申
し
入

れ
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
実
施
を
協
働
で
進
め
て

い
く
。

─
実
施
に
あ
た
っ
て
の
留
意
点

　

人
権
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
実
施
の
際
の
留

意
点
は
、
事
業
に
対
す
る
リ
ス
ク
の
大
小
だ
け
で
判

断
す
る
の
で
は
な
く
、
被
害
者
が
直
面
す
る
人
権
問

題
の
深
刻
度
と
い
う
観
点
か
ら
課
題
の
優
先
付
け
を

す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
社
外
視
点
を

入
れ
る
こ
と
が
肝
要
と
考
え
、
専
門
家
の
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
を
受
け
た
り
、
有
識
者
と
の
ダ
イ
ア
ロ
グ

を
定
期
的
に
実
施
し
助
言
を
受
け
た
り
し
て
い
る
。

今
後
、
人
権
に
対
す
る
負
の
影
響
の
未
然
防
止
お
よ

び
是
正
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
既
存
部
署
の
活

動
へ
の
統
合
、
組
織
横
断
的
な
推
進
体
制
の
整
備
、

そ
し
て
取
引
先
を
中
心
と
す
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

と
の
協
働
が
一
層
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
て
い

る
。

人権課題の当り付け 駐在員
インタビュー

従業員
インタビュー

取引先を対象とした
ガイドライン提示
／アンケート

従業員／管理者
を対象とした
アンケート

人権専門家による
コンサルティング

人権リスク
データベース
の活用

有識者ダイアログ

現地の実態把握

優先課題の特定

優先課題の特定

優先課題の特定

是正対応

是正対応

是正対応

図表２　当社グループの人権デュー・ディリジェンスの流れ
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